
育
児
・
介
護
休

業
法
で
は
、
要
介

護
状
態
の
対
象
家

族
を
介
護
し
て
い

る
一
定
の
要
件
を

満
た
し
た
労
働
者

が
請
求
し
た
場
合

に
は
、
時
間
外
や

深
夜
（
午
後
１
０

時
か
ら
午
前
５
時

ま
で
）
に
労
働
さ

せ
て
は
い
け
な
い

と
定
め
て
い
ま
す
。

仕
事
と
介
護
の

両
立
に
は
、
事
業

主
も
早
出
や
残
業

を
し
な
け
れ
ば
遂

行
で
き
な
い
業
務

に
は
従
事
さ
せ
な

い
よ
う
配
慮
が
必

要
で
す
。

例
外
と
し
て
、

事
業
の
正
常
な
運

営
を
妨
げ
る
場
合

に
は
、
事
業
主
は
請
求
を
拒
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
の
“
事
業
の
正
常

な
運
営
を
妨
げ
る
場
合
”
は
、
法

の
趣
旨
か
ら
考
え
る
と
限
定
的
と

な
り
ま
す
。
例
え
ば
「
人
手
が
足

り
な
い
」
や
「
業
務
の
都
合
上
」

だ
け
で
は
請
求
を
拒
む
こ
と
は
で

き
ず
、
相
当
程
度
制
約
さ
れ
て
い

ま
す
。

労
働
者
が
一
定
の
要
件
を
満
た

し
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

際
に
必
要
な
費
用
の
全
部
又
は
一

部
を
補
助
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、

育
児･

介
護
雇
用
安
定
等
助
成
金

（
育
児
・
介
護
費
用
助
成
金
）
が

支
給
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
介
護
休
業
労
働
者
の
職

場
適
応
性
や
職
業
能
力
の
低
下
を

防
止
・
回
復
を
図
る
措
置
（
職
場

復
帰
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
を
計
画
的
に

実
施
す
る
事
業
主
に
対
し
て
、
育

児･

介
護
休
業
者
職
場
復
帰
プ
ロ
グ

ラ
ム
実
施
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

こ
れ
ら
の
助
成
金
は
、
家

族
の
介
護
を
行
う
労
働
者
の

雇
用
の
継
続
と
円
滑
な
職
場

復
帰
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
の
で
、
活
用
さ

れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

家
族
を
介
護
す
る
た
め
の

休
業
を
し
た
場
合
に
一
定
の

要
件
を
満
た
し
た
雇
用
保
険

被
保
険
者
に
対
し
て
、
介
護

休
業
給
付
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
介
護
休
業
時
に
賃
金
が

無
給
ま
た
は
相
当
減
額
さ
れ

る
場
合
、
休
業
開
始
時
の
賃

金
の
４
割
を
補
て
ん
す
る
給

付
金
で
す
。

こ
の
給
付
金
は
、
受
給
者

本
人
で
手
続
き
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
事
業
主
の
証

明
が
必
要
で
す
。
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事
業
主
は

原
則
拒
め
な
い

就
労
継
続
へ
の
援
助
（
事
業
主
）

就
労
継
続
へ
の
援
助

（
労
働
者
）

七
〇
～
七
十
四
歳
の
方
の(

医
療

保
険)

一
部
負
担
金
を
現
在
の
一
割

負
担
か
ら
二
割
負
担
に
見
直
す
こ

と
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
二

十
四
年
度
（
平
成
二
十
四
年
四
月

一
日
～
平
成
二
十
五
年
三
月
三
十

一
日
）
も
凍
結
と
な
り
ま
し
た
。

七
〇
～
七
十
四
歳
の
方
で
、
一

部
負
担
金
の
割
合
が
「
二
割
（
た

だ
し
、
平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
一
割
）
」
と
記
載
さ
れ

た
高
齢
受
給
者
証
を
持
っ
て
い
る

方
に
は
、
現
在
加
入
中
の
保
険
者

か
ら
新
し
い
高
齢
受
給
者
証
が
発

行
さ
れ
て
い
ま
す
（
注
）
。

手
元
に
あ
る
高
齢
受
給
者
証
の

一
部
負
担
金
の
割
合
の
欄
が
「
二

割
（
た
だ
し
、
平
成
二
十
五
年
三

月
三
十
一
日
ま
で
一
割
）
」
と
記

載
さ
れ
て
い
る
か
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。

（
注
）
現
役
並
み
所
得
者
（
一
部
負
担

金
の
割
合
が
「
三
割
」
と
記
載
さ
れ
て

い
る
方
）
や
後
期
高
齢
者
医
療
の
対
象

と
な
る
一
定
の
障
害
認
定
を
受
け
た
方

は
対
象
外
。

・ 本来業務に専念し、他業務の補助として時間が確保できる。

・ 従業員に給与の内容が漏れない。もちろん外部への機密保持も万全。

・ 社会保険や税の法改正にも即応し、担当者の負担を軽減。

・ 知識や経験不足などによる計算ミスや手続きもれなどの心配無し。

・ 給与担当者の急な欠勤、退職時にも慌てない。

給与計算アウトソーシングのメリット

≪各事業所のニーズに応じてお選びいただけます。≫

毎月の給与や賞与の
計算と付帯業務につ
いてサポートいたし
ます。

Ａ 給与計算代行のみ
Ｂ 給与計算代行

＋
社会保険関係手続

Ｃ 給与計算代行
＋

顧問契約

給与計算には欠かせ
ない入退社手続き等
の関連手続きもサポー
トいたします。

給与計算と各種手続
きや労務相談・指導
などトータルサポー
トいたします。

お申込み・お問い合わせは、裏面の藤田社会保険労務士事務所までご連絡ください。



い
わ
ゆ
る
“
内
職
”
と
は
、
家

庭
の
主
婦
な
ど
が
家
計
の
助
け
に

主
と
し
て
自
宅
で
す
る
賃
仕
事
、

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
が
、

内
職
仕
事
に
従
事
す
る
人
た
ち
は

「
労
働
者
」
と
し
て
法
律
で
守
ら

れ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

「
家
内
労
働
法
」
は
、
家
内
労

働
に
従
事
す
る
人
た
ち
の
労
働
条

件
の
向
上
と
生
活
の
安
定
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
法
律
に
は
、
家
内
労

働
者
と
の
間
の
ト
ラ
ブ
ル
の
発
生

や
仕
事
に
よ
る
災
害
を
防
止
す
る

た
め
に
、
委
託
者
や
家
内
労
働
者

双
方
が
遵
守
す
べ
き
事
項
が
定
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
法
律
で
、
内
職
を
行
う
人

た
ち
を
「
家
内
労
働
者
」
、
家
内

労
働
者
に
内
職
を
委
託
す
る
人
た

ち
（
事
業
者
）
を
「
委
託
者
」
と

定
義
し
て
い
ま
す
。

委
託
者
は
、
家
内
労
働
者
に
家

内
労
働
手
帳
を
交
付
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

こ
れ
は
、
仕
事
内
容
や
報
酬
等

の
委
託
の
条
件
を
委
託
や
物
品
の

受
領
ま
た
は
工
賃
支
払
の
つ
ど
明

確
に
し
て
お
く
こ
と
で
、
後
の
無

用
な
ト
ラ
ブ
ル
が
生
じ
な
い
よ
う

に
す
る
た
め
で
す
。
口
約
束
も
契

約
の
一
つ
の
手
段
で
す
が
、
客
観

的
に
判
断
で
き
る
よ
う
に
と
の
趣

旨
か
ら
義
務
付
け
て
い
ま
す
。

な
お
、
家
内
労
働
手
帳
は
厚
生

労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
定

型
の
様
式
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。

工
賃
は
、
通
貨
で
、
全
額
を
、

家
内
労
働
者
か
ら
製
品
を
受
け
取
っ

て
か
ら
一
か
月
以
内
に
支
払
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、

家
内
労
働
者
の
同
意
が
あ
る
場
合

に
は
、
金
融
機
関
へ
の
振
り
込
み

に
よ
る
支
払
い
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
毎
月
一
定
期
日
を
工
賃
締
切

日
と
し
て
定
め
て
い
る
場
合
は
、

そ
の
工
賃
締
切
日
か
ら
一
か
月
以

内
に
支
払
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

家
内
労
働
者
は
、
自
由
に
就
業

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
た

め
、
工
賃
を
得
る
た
め
に
長
時
間

就
業
す
る
こ
と
が
少
な
か
ら
ず
あ

り
、
健
康
を
害
す
る
原
因
に
な
っ

て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
委
託
者
は
、
家
内

労
働
者
が
長
時
間
就
業
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
委
託
を
し

な
い
よ
う
に
、
家
内
労
働
者
は
、

そ
の
よ
う
な
委
託
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
積
極
的
に
災

害
防
止
に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

一
〇
日

○
雇
用
保
険
被
保
険
者
資
格
取
得

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
採
用
し

た
労
働
者
が
い
る
場
合
）

［
公
共
職
業
安
定
所
］

○
労
働
保
険
一
括
有
期
事
業
開
始

届
の
提
出
（
前
月
以
降
に
一
括
有

期
事
業
を
開
始
し
て
い
る
場
合
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

三
〇
日
（
五
月
一
日
期
限
）

○
預
金
管
理
状
況
報
告
の
提
出

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
労
働
者
死
傷
病
報
告
の
提
出

（
休
業
四
日
未
満
、
一
月
～
三
月

分
）

［
労
働
基
準
監
督
署
］

○
健
保
・
厚
年
保
険
料
の
納
付

［
郵
便
局
ま
た
は
銀
行
］

○
日
雇
健
保
印
紙
保
険
料
受
払
報

告
書
の
提
出

［
年
金
事
務
所
］

○
労
働
保
険
印
紙
保
険
料
納
付
・

納
付
計
器
使
用
状
況
報
告
書
の
提

出

［
公
共
職
業
安
定
所
］
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先
日
、
プ
ラ
ン
タ
ー
に
ベ
ビ
ー

リ
ー
フ
の
種
を
蒔
き
ま
し
た
。
来

月
下
旬
に
は
収
穫
で
き
る
か
も
、

と
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

た
だ
、
一
つ
気
が
か
り
な
の
は

気
温
で
、
桜
の
開
花
も
遅
れ
が
ち

だ
と
か
・
・
・
。

（
ぎ
ん
）

編
集
後
記

四
月
の
労
務
手
続

［
提
出
先
・
納
付
先
］

Q 私は６１歳で、現在も厚生年金保険に加

入しています。

扶養している配偶者が、今年１月２０日の誕

生日で６０歳になりました。年金は扶養から外

れ、配偶者は年金保険料を納付しなくても良い

と聞きました。しかし、私の給与から天引きさ

れている年金保険料は減っていません。なぜで

すか。

A 昭和６１年４月に現在の年金制度となり、

国民年金への加入者を第１号被保険者、

厚生年金保険や共済組合への加入者を第２号被

保険者としました。

第１号被保険者は毎年度決定する定額の年金

保険料を、第２号被保険者は給与や賞与の額に

応じて決定する年金保険料を、それぞれ直接ま

たは給与より天引きして納付しています。

つまり、第２号被保険者は被扶養配偶者がい

るといないとにかかわらず、自身の給与や賞与

の額で計算された年金保険料を納付しているの

です。

したがって、質問者の給与から天引きされて

いる年金保険料は、配偶者が第３号被保険者で

なくなったとしても減額されません。

なお、第３号被保険者が受給する年金財源と

して、厚生年金保険や共済組合から「基礎年金

拠出金」として国民年金制度に拠出したものを

充当しています。

年金保険料が減らない？！

内
職
を
す
る
人
も
労
働
者
？

「
家
内
労
働
法
」
と
は

工
賃
は
全
額
・
現
金
払
い

内
職
に
よ
る
災
害
を
防
ぐ
た
め
に

家
内
労
働
手
帳
は
必
須

藤田社会保険労務士事務所

e-mail
k-fujita@k-fujita-sr.com

URL http://k-fujita-sr.com

TEL・FAX 075-571-8611

〒601-1456
京都市伏見区小栗栖南後藤町6-31-408


